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衣

笠

茂

…
量
約
】
ア
テ
ナ
イ
は
第
二
海
上
同
盟
の
盟
書
し
て
・
デ
。
喬
盟
の
と
き
と
こ
と
な
り
・
同
盟
国
の
自
治
餌
壷
・
平
等
の
立
響
と
る
レ
」
と
に

㎜
心
掛
け
・
よ
罠
詣
頭
嚢
表
明
し
た
・
し
か
し
実
際
の
歴
史
で
は
し
ば
し
ば
同
盟
国
を
無
視
す
る
政
策
を
行
な
っ
た
た
め
・
そ
の
性
格
の
握
繰

噛

劉
ボ
蔽
瑠
紬
癖
脳
勧
顧
撤
藩
罷
議
附
撫
纏
難
蝶
魏
鋪
盟
総
ム
、
の
名
称
梅
嘆
機
能
な
ど
を
考

｝　
ア
テ
ナ
イ
は
前
四
〇
四
年
ぺ
μ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
敗
北
に
よ
っ
て
、

ス
パ
ル
タ
に
デ
ロ
ス
同
盟
の
解
散
を
命
じ
ら
れ
、
海
外
領
を
全
部
放

棄
、
艦
船
は
十
二
隻
を
残
し
、
ス
パ
ル
タ
側
に
引
き
渡
し
、
長
城
、

砦
を
破
壊
し
、
無
残
な
敗
戦
国
の
憂
匿
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
後
、

経
済
の
復
興
を
と
も
な
っ
て
再
び
エ
ー
ゲ
海
に
活
躍
、
二
十
七
年
後

の
前
三
七
七
年
、
ス
パ
ル
タ
に
対
抗
す
べ
く
新
し
く
海
上
同
盟
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

く
っ
た
。
デ
ロ
ス
同
盟
に
対
し
第
二
海
上
同
盟
と
よ
ば
れ
て
い
る
こ

の
同
盟
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
専
制
下
に
あ
っ
た
前
者
と
こ
と
な
り
、
は

る
か
に
罠
主
的
に
で
き
上
っ
て
い
る
。
す
く
な
く
と
も
そ
の
憲
章

（
末
尾
を
参
照
）
に
お
い
て
は
ギ
リ
シ
ア
の
平
和
を
の
ぞ
み
、
同
盟
ポ

リ
ス
の
自
治
独
立
を
保
証
し
、
無
税
を
微
麗
し
な
い
こ
と
を
誓
っ
て

い
る
。
デ
ロ
ス
同
盟
に
お
い
て
受
け
た
非
難
の
数
攻
に
慎
重
な
考
慮

を
払
っ
て
改
善
し
た
よ
う
で
あ
り
、
加
え
る
に
前
三
八
六
年
の
「
ア

ソ
タ
ル
キ
ダ
ス
条
約
」
の
規
定
に
強
く
制
約
さ
れ
た
せ
い
で
も
あ
る

が
、
エ
ー
レ
ソ
ベ
ル
ク
の
い
う
「
す
く
な
く
と
も
ギ
リ
シ
ア
的
な
環

境
で
ギ
リ
シ
ア
的
な
性
格
の
も
と
で
は
実
行
器
可
能
な
理
想
案
を
実

　
　
　
　
　
　
　
②

現
し
ょ
う
と
試
み
た
」
公
明
な
同
盟
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
憲
章
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
テ
ナ
イ
が
の
ち
に
同
盟
ポ
リ
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ス
の
自
治
独
立
を
お
か
す
よ
う
に
な
り
、
献
金
を
徴
集
し
、
実
質
的

に
は
デ
ロ
ス
同
盟
の
強
圧
の
二
の
舞
を
行
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

　
③る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
筆
者
は
ア
．
ソ

．
タ
ル
キ
ダ
ス
条
約
の
制
約
を
強
調
し
つ
つ
、
簡
単
に
紹
介
し
た
こ
と

　
　
　
④

が
あ
り
、
村
田
数
之
亮
教
援
は
エ
ー
ゲ
海
権
の
意
義
の
面
か
ら
、
ま

た
井
上
一
氏
が
前
三
三
八
年
の
ギ
リ
シ
ア
連
合
成
立
の
前
史
と
し
て
、

ま
た
園
囲
際
関
係
に
お
け
　
る
自
治
（
ア
ゥ
ト
ノ
ミ
ァ
）
と
自
一
三
一
（
エ
レ
ゥ

テ
リ
ァ
）
　
の
研
究
の
角
度
か
ら
こ
の
第
二
海
上
同
盟
に
か
な
り
の
紙

　
　
　
　
　
　
⑤

数
を
さ
か
れ
た
。

　
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
を
さ
ら
に
限
っ
て
、
同
盟
機
関
の
側
か
ら
、

と
く
に
そ
の
同
盟
総
会
（
　
　
　
　
ノ
q
C
覚
O
O
b
h
O
党
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
同
盟
の
性
格
把
握
の
一
助
と
し
、
ま
た
当
時
に

お
け
る
こ
の
同
盟
の
新
し
い
意
義
を
具
体
的
に
見
出
し
た
い
。

①
こ
れ
を
第
三
海
上
同
盟
と
よ
ぶ
立
揚
も
あ
る
。
前
三
八
九
－
八
年
に
ア

　
テ
ナ
イ
は
ト
ラ
シ
ュ
ブ
μ
ス
の
活
躍
に
よ
リ
タ
ソ
ス
、
サ
モ
ト
ラ
ケ
、
ト

　
ラ
キ
ア
の
ケ
ル
ソ
ネ
ソ
ス
、
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ン
、
カ
ル
ケ
ド
ン
、
ハ
ル

　
カ
リ
ナ
ッ
ソ
ス
、
ク
ラ
ゾ
メ
ナ
イ
な
ど
各
個
同
盟
を
結
ん
で
お
り
、
こ
れ

　
を
、
第
二
海
上
同
盟
と
よ
ぶ
。
例
え
ば
、
　
滅
．
匂
．
切
①
ざ
。
ゲ
“
○
・
O
・
H
撰
ご

ω
．
嵩
O
・
あ
る
い
は
殉
①
σ
q
に
跡
α
q
“
図
騨
困
く
》
ご
ω
叫
§
9
3
0
ぼ
鋤
の
項
。

②
　
＜
。
瞬
犀
巳
①
φ
σ
①
残
α
q
”
　
N
皿
鑓
N
≦
鉱
8
ゆ
諺
酔
寓
ω
O
び
①
口
切
自
揖
9
　
国
¢
邑
目
①
ω

ピ
区
解
く
”
6
さ
。
O
．
や
ω
ω
Q
ひ
’

③
出
●
Q
●
閑
O
び
①
箕
ω
O
口
“
6
げ
①
渉
鳥
鑓
館
陣
ω
ぼ
鎮
δ
⇔
o
h
｝
¢
ω
島
。
①
ぎ
幹
ゲ
O

ω
①
O
O
”
島
諺
け
げ
①
巳
簿
口
O
O
旨
囲
①
島
①
堕
餌
O
鴫
・
　
○
蜀
ω
獣
O
巴
弓
げ
臨
9
0
σ
q
団
鴇
図
図
回
目
H

（一

ｳ
応
っ
Q
Q
）
層
や
も
◎
ω
●

④
拙
稿
、
「
第
ニ
ア
テ
ナ
イ
海
上
同
盟
に
つ
い
て
脚
註
財
史
学
、
2
、
昭

三
一
。

⑤
村
田
数
之
亮
「
ギ
リ
シ
ャ
史
に
お
け
る
エ
ー
ゲ
海
権
の
意
義
。
史
林
一

九
の
四
、
三
九
。
井
上
；
㏄
三
三
八
年
の
ギ
・
シ
蓮
合
に
つ
い
て
」

横
浜
大
学
論
争
七
の
二
、
昭
ゴ
＝
。
同
「
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
・
ポ
リ
ス
に

於
け
る
国
際
的
関
係
へ
の
一
試
論
」
同
上
九
の
三
、
昭
三
三
。

鳳
、
名

称

　
た
と
え
ば
、
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
は
　
融
O
ミ
α
℃
q
蓬
軌
動
、
へ
O
マ
昏
懐
炉
℃
叫
e
℃

魂
9
℃
亀
緊
喰
駄
8
e
℃
（
区
く
矯
込
。
Q
◎
℃
ω
）
と
し
て
い
る
が
、
憲
章
あ
る
い
は

条
約
碑
文
で
は
9
q
警
・
動
、
ミ
↓
0
℃
亀
装
装
駄
択
e
℃
あ
る
い
は
た
だ

9
q
含
⑩
書
ミ
と
竜
さ
れ
、
一
般
に
§
散
曾
へ
建
と
呼
ん
で
差
し
支

え
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
　
一
定
の
公
式
名
鳳
確
定
し
て
い
な
い
。

3
勤
電
。
n
嚇
9
§
二
相
§
ミ
（
同
盟
者
の
多
数
）
．
で
総
会
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ア
イ
ト
リ
ア
同
盟
の
場
合
で
は
亀
導

①
動
、
o
へ
は
碑
文
の
み
に
あ
ら
わ
れ
、
ポ
リ
ュ
ビ
ォ
ス
、
リ
ヴ
ィ
ウ
ス

な
ど
の
文
献
で
は
　
鉢
ま
謹
書
。
へ
の
名
が
み
ら
れ
る
の
み
な
の
で
、
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両
者
が
同
一
の
屯
の
を
さ
す
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
疑
義
を
生
じ
て

い
る
が
、
第
二
海
上
同
盟
の
場
合
は
、
碑
文
文
献
は
比
較
的
一
致
し

て
問
題
は
な
い
。
第
一
海
上
同
盟
で
は
ツ
キ
ュ
ジ
デ
ス
に
よ
る
と
、

q
砥
℃
o
動
。
り
（
酬
8
”
ご
り
8
ド
）
　
。
が
用
い
き
り
あ
ル
、
　
ぺ
　
覇
ポ
・
不
ソ
ス
㎜
凹
晒
皿

に
つ
い
て
竜
ミ
ミ
動
も
ハ
（
H
℃
一
お
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
揚
合
は
、

そ
の
よ
う
な
会
議
の
機
関
を
さ
す
よ
り
も
、
単
な
る
集
ま
り
と
い
う

程
度
の
表
現
で
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
イ
オ
ニ
ア
同
盟
及
び
デ
ロ
ス

同
盟
の
会
議
に
制
息
筍
§
N
ミ
を
使
用
し
（
＜
》
メ
＜
H
押
ミ
b
⊃
）
、
プ
ル

タ
ル
．
コ
ス
（
諺
江
の
酔
・
邸
ど
H
）
に
も
出
て
く
る
が
、
集
会
に
送
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
②

使
者
の
音
心
が
強
い
。
第
二
海
上
同
盟
以
前
で
最
も
古
く
＆
散
動
為
S
℃

と
よ
ば
れ
る
同
盟
会
議
を
竜
つ
の
は
、
デ
ル
フ
ォ
イ
の
ア
ソ
フ
ィ
ク

チ
オ
ネ
ス
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
イ
ス
キ
ネ
ス
の
よ
う
な
四
世
紀
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

後
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
屯
の
で
あ
り
、
ま
た
前
三
九
五
年
に
ア
テ

ナ
イ
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
、
コ
リ
ン
ト
ス
、
ア
ル
ゴ
ス
な
ど
の
ア
テ
ナ

イ
の
同
盟
国
の
代
表
が
、
コ
リ
ン
ト
ス
に
集
ま
り
反
ス
パ
ル
タ
の
戦

術
会
議
を
行
な
っ
て
い
る
の
に
亀
欝
欝
ヘ
ミ
が
用
い
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
（
×
H
＜
噂
。
。
b
。
）
の
記
事
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
第

二
海
上
同
盟
の
前
後
に
、
あ
る
い
は
第
二
海
上
同
盟
の
と
き
か
ら
？

飼
盟
の
会
議
が
常
罎
の
機
関
と
し
て
従
来
よ
り
も
重
要
性
を
帯
び
て

き
た
と
き
に
、
軍
気
曾
へ
建
と
い
う
特
別
の
用
語
が
一
般
化
し
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。
q
ミ
＆
、
へ
電
の
名
を
用
い
る
同
…
盟
の
総
会
で
は
、

の
ち
の
前
三
三
八
年
と
、
前
王
〇
二
年
の
ヘ
ラ
ス
連
盟
及
び
ア
イ
ト

リ
ア
同
盟
（
ア
カ
イ
ア
同
盟
で
は
q
蜜
。
き
嚇
）
が
重
要
で
あ
る
が
、
第
二

海
上
同
盟
の
そ
れ
が
謀
計
古
く
一
般
化
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
み
ら
れ
る
点
で
、
注
目
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

①
○
・
し
d
霧
。
犀
鱒
O
菖
⑦
o
窪
ω
魯
①
の
3
舞
跨
償
民
Φ
．
ω
．
δ
お
》
込
。
暁
’
諾

い
Φ
け
賊
”
U
節
の
　
ω
唄
け
Φ
O
は
O
け
鳥
①
携
　
じ
ご
鴛
け
α
O
ω
α
q
①
ロ
O
ω
ω
Φ
ロ
　
一
ヨ
N
毒
⑦
嵩
Φ
け

ゆ
§
①
巳
ω
0
9
口
切
¢
巳
9
冨
。
。
0
6
ω
’
⑦
．
。
へ
息
黛
⑩
書
ミ
葛
℃
q
c
書
ミ
ミ
“

H
ρ
H
思
お
い
お
。
H
ω
o
匠
ひ
く
固
H
H
卜
。
㊤
嚇
諺
δ
o
騨
戸
目
H
リ
ド
な
ど
参
照
。

o
蝋
9
㌃
な
§
o
“
で
意
昧
す
る
場
合
も
あ
る
。
H
P
H
憶
同
O
ω
“
員
b
⊃
脚
⑩
メ

②
臼
●
艶
ρ
い
鍵
の
Φ
二
月
Φ
窟
Φ
ω
①
昌
窮
江
く
Φ
O
o
く
季
春
p
①
馨
貯
O
鴇
Φ
舞

9
旨
α
園
9
β
簿
“
匠
気
8
H
ざ
同
㊤
㎝
朝
●

③
囚
録
誘
ε
舞
”
塑
⇔
H
＜
り
診
”
ω
．
お
ω
餅

二
、
会
期
、
場
所
、
構
成

　
同
盟
総
会
は
ア
テ
ナ
イ
に
常
置
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ブ
ゾ

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
ト
あ
る
い
は
レ
ソ
ツ
が
詳
細
に
論
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ン
ク

ラ
チ
ス
は
テ
バ
イ
の
対
プ
ラ
タ
イ
ア
政
．
策
に
関
し
て
、
　
「
総
会
が
こ

こ
に
あ
る
の
だ
か
ら
」
（
ぜ
3
n
伽
℃
隷
勤
。
q
c
℃
．
9
へ
。
¢
）
相
談
す
べ
き
で
あ
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つ
た
と
、
プ
ラ
タ
イ
ア
人
に
言
わ
し
め
（
×
幽
く
鳩
卜
．
一
）
、
ア
イ
ス
キ
ネ
ス

に
は
、
三
年
前
の
事
件
の
証
人
に
総
会
代
表
者
達
　
（
さ
諸
q
蓬
＆
も
。
尻

葛
℃
q
｛
嵐
8
ミ
）
、
を
よ
び
出
そ
う
と
し
て
い
る
記
事
が
あ
り
（
H
酬
b
。
O
）
、

ま
た
総
会
の
関
係
す
る
碑
文
記
事
の
臼
付
が
不
定
で
時
を
選
ば
な
い

こ
と
は
、
い
つ
で
も
業
務
に
携
わ
る
用
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、

総
会
の
常
駐
は
疑
い
え
な
い
。
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
同
盟
の
会
議
が
必
要

に
応
じ
て
ス
パ
ル
タ
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
デ
ロ
ス

同
盟
に
つ
い
て
は
定
期
か
不
定
期
か
問
題
で
あ
る
が
、
毎
年
一
回
説

を
と
っ
た
と
し
て
も
常
麗
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
第
二
海

上
同
盟
の
総
会
は
、
前
二
者
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。
の
ち
の
ヘ
ラ
ス
連
盟
に
な
る
と
、
ギ
リ
シ
ア
の
四
大
祝
臼

（
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
、
ピ
ュ
テ
ィ
ア
、
ネ
メ
ア
、
イ
ス
ト
ミ
ァ
の
大
祭
）
に
行
な

わ
れ
、
四
年
に
六
回
の
勘
定
で
、
そ
の
他
、
臨
時
総
会
が
行
な
わ
れ

る
と
は
い
え
、
史
料
に
残
る
開
催
回
数
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

代
っ
て
五
人
の
理
事
会
（
プ
ロ
ェ
ド
ロ
イ
）
が
日
常
業
務
に
あ
た
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
第
二
海
上
同
盟
の
総
会
の
重
要
性
が
わ
か
る
。

　
構
成
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
（
穿
く
》
卜
）
。
。
鼠
）
に
よ
る
と
、

各
ポ
リ
ス
は
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
一
票
の
権
利
を
持
っ
て
い

た
。
決
定
は
単
純
多
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
代
、
表
者
が
各
ポ
リ
ス
一

名
に
限
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ト
ヅ
ド
の
H
鯨
（
H
g
H
H
3
ミ
＋
幹
憎
◎

思
置
）
に
ミ
ュ
テ
ィ
レ
ネ
の
総
会
代
表
者
達
　
（
き
認
q
ζ
濫
9
。
読
さ
辞

ミ
¢
門
気
ミ
駄
ミ
）
　
と
複
数
形
が
使
わ
れ
て
い
る
所
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

各
ポ
リ
ス
一
票
で
あ
る
点
は
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
同
盟
、
デ
ロ
ス
同
盟

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
弱
小
国
の
権
利
を
保
護
し
て
い
る
と
疑
い

え
る
が
、
事
実
は
、
指
導
的
国
家
が
群
小
ポ
リ
ス
の
票
を
集
め
て
会

議
を
牛
耳
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
欠
点
を
持
っ
た
。
デ
ロ
ス
同
盟

で
、
ミ
ュ
テ
ィ
レ
ネ
の
使
者
が
諸
同
盟
国
が
票
が
割
れ
る
た
め
に
ア

テ
ナ
イ
に
対
抗
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
↓
ぎ
ぎ

H囲

g
り
目
O
）
、
第
二
海
上
同
盟
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
っ
た
こ
と
が

予
測
で
き
る
。
現
在
の
国
連
総
会
が
、
各
構
成
国
が
玉
名
ま
で
代
表

者
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
各
国
一
票
の
表
決
権
に
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
興
味
深
い
。
眠
ラ
ス
連
盟
に
な
る
と
各
ポ
．

リ
ス
が
連
盟
に
派
遣
し
た
陸
海
分
遣
隊
の
大
き
さ
に
比
例
し
た
票
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
え
る
こ
と
に
変
っ
て
い
る
。
ア
イ
ト
リ
ア
同
盟
の
総
会
へ
の
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

者
数
も
同
盟
軍
へ
の
派
遣
滞
貨
に
比
例
し
て
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
同

盟
国
の
人
口
比
と
欝
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
と
違
い
第
二

海
上
同
盟
の
各
ポ
リ
ス
一
票
は
、
な
お
旧
来
の
慣
潔
を
守
っ
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。
た
だ
一
ポ
リ
ス
一
名
と
限
ら
ず
複
数
で
も
よ
か
っ
た
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⑦

こ
と
に
つ
い
て
は
、
ラ
ル
ス
ソ
が
そ
の
意
義
を
認
め
て
い
る
。
つ
ま

り
、
代
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
国
か
ら
指
示
を
受
け
て
出
席
す
る
わ

け
で
あ
る
が
、
議
事
が
増
加
し
多
岐
に
わ
た
っ
た
場
合
、
一
名
で
は

充
分
論
議
を
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
二
海
上
同
盟
で
、
代
表

者
の
…
数
が
増
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
同
盟
総
会
の
議
事
が
複
雑
化

し
、
ま
た
代
表
者
達
の
判
断
の
下
に
か
な
り
重
要
な
事
項
が
決
議
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
だ
、
と
い
う
。
し
か
し
、
母
国
の
意

志
に
反
し
た
決
議
が
な
さ
れ
た
場
合
、
代
表
者
が
帰
国
後
に
そ
の
責

任
を
問
わ
れ
て
漉
せ
ら
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
こ
の
点
に
ま
で
慎

重
な
配
慮
を
み
せ
る
の
は
、
前
三
〇
二
年
の
ヘ
ラ
ス
連
盟
規
約
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
総
会
へ
遣
わ
さ
れ
た
ヘ
ラ
ス
の
使
節
（
そ
の
他

連
盟
職
員
）
は
い
か
な
る
事
情
に
よ
る
も
、
監
禁
、
拘
束
す
る
こ
と
を

厳
禁
さ
れ
、
粟
野
教
授
の
説
明
に
よ
る
と
「
縦
令
彼
等
の
行
動
に
加

盟
都
市
国
家
の
利
益
と
相
反
す
る
場
合
を
生
じ
て
も
、
条
約
に
よ
っ

て
そ
の
絶
対
自
由
と
、
身
体
の
不
可
侵
権
は
…
…
中
略
…
…
保
障
さ

　
　
　
⑥

れ
て
い
た
」
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
使
節
は
真
に
全
権
使
節
と
い
う
に

足
り
る
が
、
第
二
海
上
同
盟
の
規
約
は
そ
こ
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
。

　
総
会
が
以
上
の
よ
う
に
種
々
形
態
を
整
え
て
き
た
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
は
や
は
り
最
終
決
定
機
関
で
は
な
く
、
一
種
の
審
議
機
関
で
あ

っ
た
。
　
通
常
、
総
会
の
決
議
事
項
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
会
議
（
ブ
ー
レ

！
）
を
へ
て
、
民
会
（
エ
ク
レ
ー
シ
ァ
）
で
決
定
さ
れ
る
。
総
会
と
ア

テ
ナ
イ
の
両
方
が
承
認
し
て
は
じ
め
て
同
盟
の
決
議
事
項
と
な
る
の

で
あ
っ
て
、
二
元
主
義
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
元
性
は
、
デ

ィ
オ
ド
ロ
ス
の
記
事
で
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　
「
ア
テ
ナ
イ
人
と
総

会
に
参
加
し
て
い
る
他
の
ギ
リ
シ
ア
人
達
が
テ
バ
イ
人
達
と
同
盟
を

し
て
い
た
の
で
云
六
」
（
ミ
ミ
褻
9
堂
§
℃
さ
銀
③
急
ミ
。
駐
葛
鷺
”
き
起
織
§

§
．
↓
§
ミ
N
ミ
．
ミ
ミ
て
ミ
葛
鷺
き
§
曾
§
℃
8
や
q
c
℃
濃
墨
。
・
）
と
い
う

よ
う
に
、
総
会
と
ア
テ
ナ
イ
人
を
対
置
し
て
い
る
。
ト
ッ
ド
の
＝
濫

三
（
H
P
穏
δ
。
。
）
の
碑
・
文
に
お
い
て
、
シ
ュ
ラ
ク
サ
イ
の
デ
ィ
オ
ニ

ュ
シ
オ
ス
一
世
と
そ
の
息
子
の
、
デ
ル
フ
ォ
イ
と
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
の

再
建
と
平
和
に
つ
い
て
送
っ
た
手
紙
に
関
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
ブ
ー

レ
ー
が
、
同
盟
（
ま
ψ
晦
2
喰
嵐
ぎ
詩
）
、
　
つ
ま
夢
第
二
同
盟
の
総
会
に
、

最
竜
よ
い
と
思
わ
れ
る
案
（
o
ミ
な
9
）
を
ア
テ
ナ
イ
の
畏
会
（
智
琶
n
）

に
送
る
よ
う
に
と
決
議
し
た
記
録
が
あ
る
。
同
じ
く
ト
ヅ
ド
の
一
四

四
で
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
、
ア
カ
イ
ア
、
エ
リ
ス
、
フ
ィ
リ
オ
ス
と
の
同

盟
締
結
に
関
す
る
碑
文
に
お
い
て
、
同
盟
総
会
が
ア
テ
ナ
イ
の
ブ
ー

レ
！
に
同
盟
の
締
結
を
受
け
入
れ
る
よ
う
と
い
う
ド
グ
マ
を
送
っ
た

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ア
テ
ナ
イ
と
総
会
の
二
元
性
を
確
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証
し
て
い
る
。
総
会
に
は
ア
テ
ナ
イ
人
が
出
席
せ
ず
、
総
会
、
ア
テ

ナ
イ
の
会
議
、
民
会
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
機
関
と
し
て
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　
両
者
間
の
議
案
決
定
の
手
続
を
マ
ー
シ
ャ
ル
は
次
の
よ
う
に
整
理

　
　
　
⑨

し
て
い
る
。
①
ア
テ
ナ
イ
の
会
議
（
ブ
ー
レ
ー
）
は
同
盟
総
会
に
決

議
案
を
送
る
よ
う
要
求
す
る
。
ω
送
ら
れ
た
決
議
案
は
ア
テ
ナ
イ
の

ブ
ー
レ
ー
に
告
示
さ
れ
、
検
討
さ
れ
る
。
も
し
承
認
さ
れ
た
と
き
は

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
議
案
（
村
も
。
矯
。
£
豊
ミ
）
に
な
っ
て
ア
テ
ナ
イ
の
民

会
に
廻
さ
れ
る
。
ま
た
も
し
、
ブ
ー
レ
ー
が
同
盟
総
会
の
案
（
ド
グ

マ
）
に
同
意
で
き
な
い
と
き
は
、
ブ
ー
レ
i
独
臼
の
プ
ロ
ブ
ー
レ
ウ

マ
を
つ
く
っ
て
、
ド
グ
マ
と
プ
ロ
グ
ー
レ
ウ
マ
の
両
方
を
民
会
に
廻

し
、
民
会
は
そ
の
い
ず
れ
か
を
決
定
す
る
。
③
あ
る
と
き
に
は
ブ
ー

レ
：
は
同
盟
者
総
会
に
ド
グ
マ
を
直
接
民
会
に
提
出
す
る
よ
う
要
求

す
る
。
こ
の
場
合
、
ド
グ
マ
は
そ
の
ま
ま
プ
ロ
ブ
ー
レ
ウ
マ
に
な
る
。

㈲
ま
た
と
き
に
は
同
盟
総
会
は
ド
グ
マ
を
送
る
権
利
を
放
棄
し
て
、

す
べ
て
の
決
定
を
ア
テ
ナ
イ
の
鋸
盤
に
委
ね
る
場
合
が
あ
っ
た
ら
し

い
が
、
こ
れ
は
例
外
。

　
右
の
よ
う
に
ア
テ
ナ
イ
が
同
盟
と
対
立
し
て
、
決
議
の
二
元
的
手

続
を
保
持
し
た
こ
と
拡
、
マ
…
シ
ヤ
ル
に
よ
っ
て
こ
の
伺
盤
の
弱
点
・

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　
「
二
つ
の
同
等
の
、
そ
し
て
、
結
局
も
と
も

と
ほ
と
ん
ど
相
容
れ
ぬ
機
関
、
す
な
わ
ち
ア
テ
ナ
イ
の
民
会
と
同
盟

の
総
会
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
第
一
の
大
き
い
欠
点
で
あ
る
。
ア

テ
ナ
イ
が
そ
の
高
慢
な
地
位
を
譲
ろ
う
と
せ
ず
、
そ
し
て
ま
た
比
例

代
表
を
持
つ
総
会
を
つ
く
っ
て
同
盟
を
真
の
一
つ
に
融
解
し
ょ
う
と

　
　
　
　
　
⑩

も
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
連
邦
で
あ
っ
た
。

こ
の
ヘ
ゲ
モ
ー
γ
と
同
盟
の
二
元
性
は
な
お
の
ち
の
ヘ
ラ
ス
連
盟
に

受
け
つ
が
れ
る
。
し
か
し
前
三
〇
二
年
の
ヘ
ラ
ス
連
盟
規
約
に
は
、

「
連
盟
総
会
に
て
決
議
さ
れ
た
事
項
は
金
剛
（
決
定
的
）
眺
ξ
ミ
と
す

る
云
々
」
の
項
目
が
あ
り
、
地
方
ポ
リ
ス
は
こ
の
総
会
の
決
議
を
自

由
に
訂
正
、
又
は
監
査
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
粟
野
教
授
は
「
総
会

は
法
行
為
の
主
体
と
し
て
法
的
人
格
者
た
り
得
た
と
言
え
る
で
あ
ろ

　
⑪
う
」
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
だ
か
ら
盟
主
で
あ
る
王
の
行
動
範
囲
を

湘
も
劇
評
帽
限
し
、
王
が
ギ
リ
シ
ア
。
ポ
リ
ス
に
臨
む
場
A
口
は
、
法
的
一
に
は

ヘ
ラ
ス
連
盟
と
い
う
法
的
協
同
体
を
通
じ
て
の
み
有
効
な
関
係
を
生

じ
た
。
王
が
実
際
上
、
い
か
に
振
舞
つ
た
か
は
問
わ
ず
、
総
会
の
決

定
が
ク
リ
ア
（
原
期
）
と
な
っ
て
い
る
点
で
、
　
法
的
に
は
第
二
海
上

同
盟
の
総
会
よ
り
権
限
が
大
き
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
ペ
ロ

ポ
ネ
ソ
ス
同
盟
あ
る
い
は
デ
μ
ス
同
盟
の
会
議
で
は
、
指
導
国
家
の
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代
表
が
出
席
し
、
主
宰
し
た
と
み
ら
れ
る
の
に
比
較
す
れ
ば
、
第
二

海
上
同
盟
で
は
ア
テ
ナ
イ
側
か
ら
人
を
送
り
こ
ま
ず
、
総
会
を
盟
主

か
ら
独
立
し
た
審
議
機
関
と
な
し
た
の
は
、
一
種
の
進
歩
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

　
総
会
の
人
員
は
不
明
で
あ
る
が
、
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
に
よ
る
と
同
盟

国
の
数
は
七
十
に
達
し
（
×
＜
”
。
。
O
）
、
　
ア
イ
ス
キ
ネ
ス
に
よ
る
と
六

十
五
（
H
H
㌔
o
）
と
あ
る
か
わ
多
人
数
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ラ
ル
ソ
ソ
は
、

ヘ
ラ
ス
連
盟
に
あ
っ
た
よ
う
な
総
会
内
の
理
事
会
（
昌
息
①
9
ミ
）
の
存

在
説
を
提
起
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
は
ま
だ
一
般
化
し
て
い
な
い
。

　
①
ρ
じ
d
器
。
界
”
U
2
襲
≦
①
蹄
⑦
㌶
び
①
巳
ω
魯
①
切
¢
巳
。
H
。
。
凝
●
ω
●
①
O
笛
1

　
8
ω
．

　
②
剴
び
Φ
昌
N
”
o
や
。
搾
ω
駒
①
－
S

　
③
い
鍵
の
窪
”
o
や
9
け
●
や
器
●

　
④
粟
野
鵜
匠
祐
「
三
〇
二
年
ヘ
ラ
ス
連
盟
条
約
（
碑
文
）
の
研
究
」
史
林

　
十
九
の
｛
、
二
号
参
照
。

　
⑤
窓
．
客
↓
＆
”
○
お
鋳
羨
珍
。
臣
。
巴
H
房
。
甑
営
δ
炉
鍔
や
沁
ω
『
に

　
ω
o
げ
≦
曽
げ
炉
ピ
銭
ω
①
詳
ゆ
①
融
く
Φ
矯
6
霞
”
等
の
説
の
紹
介
が
あ
る
。

　
⑥
切
霧
。
詳
“
8
曹
。
罫
ω
●
同
紹
魁
弓

　
⑦
ピ
鍵
の
窪
“
o
や
。
罫
唱
．
田
・

　
⑧
粟
野
頼
之
祐
、
同
上
史
林
十
九
の
二
、
三
三
八
頁
。

　
⑨
即
日
竃
鍵
昌
亀
…
↓
冨
ω
①
8
旨
α
≧
9
巳
碧
O
o
段
巳
①
量
畠
・

　
一
㊤
8
・
や
春
。
①
●

⑩
薫
α
●
サ
給
．

＠
粟
野
頼
之
祐
「
同
上
ト
史
林
十
九
の
二
、
三
四
三
頁
、
及
び
「
三
二
四

年
ヘ
ラ
ス
連
盟
定
期
総
会
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
君
主
礼
拝
欄
確
立
の

研
究
」
史
学
雑
誌
、
四
十
四
の
九
四
六
頁
。

⑫
い
母
ω
窪
”
8
．
o
搾
℃
●
2
卿

三
、
権

能

　
1
　
司
法
権

　
第
二
海
上
同
盟
の
総
会
に
つ
い
て
最
も
問
題
に
な
る
電
の
の
ひ
と

つ
は
、
こ
の
司
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
デ
ロ
ス
同
盟
に
お
い

て
は
、
ア
テ
ナ
イ
が
同
盟
に
対
す
る
反
逆
、
離
反
、
策
動
、
同
盟
義

務
の
怠
慢
な
ど
に
対
し
、
同
盟
国
員
を
裁
判
す
る
権
利
を
も
ち
、
や

が
て
そ
の
裁
判
内
容
を
拡
大
し
て
、
同
盟
国
の
司
法
自
治
を
脅
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
、
大
き
い
反
感
を
買
っ
た
。
第
二
同
盟
で
は
こ
れ
に
対
し
、
同
盟

側
の
司
法
権
が
そ
の
憲
章
に
明
ら
か
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
　
「
ナ
ウ
シ
ニ
コ
ス
の
ア
ル
コ
ソ
の
と
き
以
後
、
ア
テ
ナ
イ
人
の

私
人
で
あ
れ
、
公
人
で
あ
れ
、
決
し
て
同
盟
者
の
領
内
に
、
家
屋
、

土
地
を
購
入
、
抵
当
そ
の
他
の
手
段
に
て
所
有
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

ざ
る
べ
し
。
も
し
何
び
と
か
、
い
か
な
る
手
段
に
せ
よ
、
購
入
、
獲

得
、
管
理
す
る
と
き
は
、
同
盟
者
の
う
ち
任
意
の
も
の
、
同
盟
総
会
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に
申
告
す
る
を
得
。
同
盟
総
会
は
こ
れ
を
売
却
し
、
半
ば
を
申
告
者

に
与
え
、
他
を
同
盟
の
共
有
に
す
べ
し
」
　
（
三
五
一
四
六
）
と
あ
る
。

こ
の
箇
条
は
ア
テ
ナ
イ
が
デ
ロ
ス
同
盟
時
に
行
な
っ
た
他
国
の
植
民

地
化
の
如
き
行
為
を
防
止
し
、
同
盟
国
の
自
治
独
立
の
尊
重
を
表
明

し
て
い
る
点
で
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
同
盟
総
会
が
司
法
権
を

確
立
し
て
い
る
点
で
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
も
ア
テ
ナ
イ
の
個
人
に

対
し
て
も
、
司
法
権
を
発
動
し
え
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
れ

は
ア
テ
ナ
イ
側
か
ら
み
れ
ば
、
同
盟
側
へ
の
大
き
い
譲
歩
で
あ
り
、

同
盟
形
態
の
上
か
ら
は
、
司
法
権
の
拡
大
と
し
て
一
時
期
を
劃
し
て

い
る
。

　
さ
て
、
さ
ら
に
問
題
に
さ
れ
、
対
立
す
る
議
論
を
生
ん
だ
の
は
、

同
じ
憲
章
碑
文
に
お
け
る
「
多
し
、
何
び
と
か
、
私
人
に
せ
よ
公
人

に
せ
よ
、
こ
の
決
議
に
反
し
、
こ
の
決
議
に
宣
言
さ
れ
た
る
こ
と
を

破
る
ご
と
き
提
案
、
あ
る
い
は
採
決
を
な
す
と
き
は
、
そ
の
者
は
市

民
権
を
剥
奪
さ
れ
、
そ
の
財
産
は
国
家
の
も
の
に
、
十
分
の
一
は
女

神
（
ア
テ
ナ
神
）
の
竜
の
に
（
没
収
）
さ
れ
、
同
盟
を
破
壊
す
る
か
ど

で
、
ア
テ
ナ
イ
人
達
と
同
盟
者
達
に
よ
っ
て
裁
か
る
べ
し
。
ア
テ
ナ

イ
人
達
と
同
盟
者
達
は
そ
の
者
を
裁
き
、
死
刑
も
し
く
は
追
放
を
も

つ
て
罰
す
べ
し
。
も
し
死
刑
の
宣
告
を
受
け
た
と
き
は
、
ア
ッ
チ
カ

及
び
同
盟
国
内
に
葬
る
べ
か
ら
ず
（
五
＝
ハ
三
）
」
と
い
う
文
章
で
あ

る
。
こ
の
中
に
「
ア
テ
ナ
イ
人
達
と
同
盟
者
達
に
よ
っ
て
裁
判
さ
る

べ
し
（
奏
斎
服
e
セ
．
臥
3
養
魁
。
“
の
養
～
3
笥
9
㌃
翼
ぎ
鴨
n
）
と
あ
る
が
、
こ

の
句
は
ど
の
よ
う
な
裁
判
手
続
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

具
体
的
に
は
な
ん
ら
述
べ
て
い
な
い
し
、
判
例
と
な
る
資
料
も
不
足

し
て
い
る
。
か
く
て
、
レ
ソ
ツ
、
ウ
ス
テ
リ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ケ
リ

　
◎一
ら
は
、
同
盟
総
会
員
と
ア
テ
ナ
イ
か
ら
な
る
合
同
法
廷
が
成
立
し

て
い
る
と
推
測
す
る
。
死
刑
の
宣
告
を
受
け
た
者
を
、
ア
ッ
チ
カ
及

び
下
魚
国
に
葬
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
規
定
は
、
同
盟
国
側
の
判
決
へ

の
参
加
を
予
想
さ
せ
る
し
、
ま
た
マ
ー
シ
ャ
ル
の
説
明
に
よ
る
と
、

碑
交
が
轡
．
鼓
§
蓋
へ
。
δ
費
W
8
却
q
曇
駄
駄
k
ミ
n
と
な
っ
て
い
て

轡
、
臥
魅
ミ
黛
“
o
茜
融
禽
ぜ
d
馬
肥
§
㌔
ミ
駄
殺
。
内
乏
前
歯
詞
を
く
り
か

え
す
こ
と
を
し
て
い
な
い
か
ら
、
ア
テ
ナ
イ
人
に
裁
判
さ
れ
、
そ
れ

か
ら
同
盟
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
る
の
で
な
く
、
ア
テ
ナ
イ
人
と
同
盟

の
代
表
が
合
同
し
た
法
廷
に
裁
か
れ
る
、
と
い
う
。
彼
は
更
に
加
え

て
、
こ
の
法
廷
の
裁
く
対
象
は
反
同
盟
的
行
為
の
、
し
か
も
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
草
案
し
た
規
約
（
憲
章
）
を
犯
し
た
も
の
に
限
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
実
際
に
こ
の
合
同
法
廷
が
活
動
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
る
が
、
宣
欝
交
の
意
味
か
ら
は
合
同
法
廷
が
同
盟
機
関
の
ひ
と

41　（41）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
と
番
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
リ
プ
シ
ウ
ス
は
合
同
法
廷
を
否
定
し
、
圃
達
者
が
裁

く
の
は
、
犯
罪
者
が
岡
盟
国
領
内
で
犯
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
考

　
　
④

え
た
。
　
ブ
ゾ
ル
ト
竜
最
初
、
　
「
第
二
海
上
同
盟
」
の
著
作
中
で
は

（
七
三
四
頁
）
合
圃
法
廷
説
を
と
っ
た
が
、
の
ち
に
　
「
Ω
艮
Φ
o
臣
ω
o
び
①

ω
鐙
9
。
窃
困
琶
q
ρ
　
一
三
八
七
頁
」
で
は
リ
プ
シ
ウ
ス
説
を
採
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

否
定
し
て
い
る
。
ま
た
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
前
置
詞

が
く
り
か
え
さ
れ
な
い
と
い
う
前
述
の
説
明
に
反
対
し
、
会
議
と
罠

会
に
提
案
と
い
う
場
合
に
、
笥
聴
ミ
嚇
e
§
専
n
曾
気
普
§
W
山
畑
篭
マ

（
O
H
跨
H
く
”
嵩
）
と
い
う
例
が
あ
り
、
華
麗
詞
の
有
無
で
論
じ
る
の

は
根
拠
不
足
と
し
て
、
合
同
法
廷
の
存
在
を
否
定
す
る
。
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン
屯
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
テ
ナ
イ
が
ケ
オ
ス
島
の
イ
ウ
リ

ス
市
の
叛
乱
を
鎮
定
後
、
そ
の
処
置
を
定
め
た
前
三
六
二
年
の
碑
交

（
↓
o
α
慰
b
⊃
）
　
の
中
に
、
叛
乱
者
氏
名
に
登
録
さ
れ
た
者
の
中
で
実
際

は
そ
れ
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
は
、
誓
と
協
定
に
よ
り
、
ケ
オ
ス

と
ア
テ
ナ
イ
で
裁
判
を
受
け
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
（
－
も
蹄
§

ψ
醤
。
§
o
？
筑
9
輔
斜
州
。
詳
　
曾
き
ζ
n
鳶
ミ
叫
恥
n
　
q
¢
ミ
営
9
而
　
窪
肉
軌
e
へ
渚
ミ
電

趨
へ
掛
買
宵
§
琶
奪
、
壼
ぜ
翼
）
。
黙
隻
瀬
8
鵠
隻
茜
が
な
に
を
音
下
味

す
る
か
判
然
と
し
な
い
。
ア
イ
ス
キ
ネ
ス
の
一
の
八
九
に
審
判
の
ポ

リ
ス
と
い
う
ほ
ど
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
マ
イ
ヤ
…
は
、
は
じ

め
ア
テ
ナ
イ
人
と
同
盟
国
人
聞
の
裁
判
の
重
罪
に
つ
い
て
は
、
ど
こ

か
が
合
意
の
上
の
仲
裁
ポ
リ
ス
（
肋
ミ
画
き
6
慧
N
尉
）
が
裁
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に
そ
の
う
し
ろ
に
「
ア
テ
ナ
イ
」
の
字
を

入
れ
て
裁
定
権
を
ア
テ
ナ
イ
の
も
の
に
し
て
い
る
、
と
説
明
し
て
い

　
⑥る
。
興
味
の
あ
る
説
で
あ
る
が
、
資
料
が
不
足
し
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
．
も
、
こ
こ
で
は
同
盟
の
合
同
法
廷
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
ト
ッ
ド
は
こ
の
箇
所
に
、
第
一
審
を
ケ
オ
ス
の
法
廷
で
、

次
い
で
ア
テ
ナ
イ
で
上
訴
が
行
な
わ
れ
た
か
竜
し
れ
な
い
と
い
う
註

釈
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
む
し
ろ
、
同
じ
碑
文
の
七
四
、
七
五
行

に
、
百
ド
ラ
ク
マ
以
上
（
の
損
害
賠
償
？
）
の
犯
罪
の
裁
判
、
告
発
は

協
定
に
よ
っ
て
ア
テ
ナ
イ
人
が
行
な
う
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
箇
所

が
あ
め
（
↓
轟
霧
窯
竪
町
養
～
強
制
四
辺
轟
義
父
§
嫡
、
、
添
3
ミ
ぎ
℃

§
詠
q
。
ミ
h
笥
§
駐
伽
蓑
叙
↓
。
丙
自
己
翁
嚇
q
≦
駅
費
3
簿
軌
上
馬
魯
釣
q
ミ

旨
9
警
§
ミ
9
褻
嵐
鴫
）
、
こ
れ
は
重
大
犯
の
裁
判
を
ア
テ
ナ
イ
に

集
中
す
る
傾
向
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
竜
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
対
同
盟
の
国
事
犯
と
い
う
べ
き
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
が
、

ア
テ
ナ
イ
の
ケ
オ
ス
産
赤
土
の
独
占
に
つ
い
て
の
前
三
五
〇
年
以
前

の
碑
文
（
曲
。
篇
μ
①
b
。
）
に
、
違
反
の
申
告
者
、
告
発
老
は
ア
テ
ナ
イ
に
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訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
記
し
て
い
る
（
鳴
㍗
ミ
留
甕
～
唖
驚
ミ
マ

、
転
愚
碁
倉
§
～
葛
へ
§
曇
ミ
、
・
ミ
毬
℃
踏
窃
・
購
臼
藁
）
。
こ
の
よ
う
に
実

例
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
同
盟
国
に
対
す
る
司
法
権
の
拡
張
を
暗
示
す
る

よ
う
で
あ
る
。
竜
と
よ
り
こ
れ
ら
の
資
料
竜
、
第
二
海
上
同
盟
に
お

け
る
合
同
法
廷
の
存
在
を
積
極
的
に
否
定
し
う
る
強
さ
を
持
っ
て
い

な
い
が
、
時
代
を
へ
る
に
し
た
が
っ
て
、
ア
テ
ナ
イ
が
デ
ロ
ス
同
盟

で
お
か
し
た
司
法
自
治
の
侵
犯
を
く
り
か
え
す
の
を
証
明
す
る
材
料

に
な
っ
て
い
る
。

　
と
に
か
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
憲
立
早
の
み
か
ら
A
口
同
法
廷

の
有
無
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
罪
人
か
ら
没
収
し
た
財

産
の
十
分
の
一
が
ア
テ
ナ
神
の
も
と
に
収
め
ら
れ
る
の
も
合
同
法
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
る
を
疑
わ
し
め
る
。
筆
者
も
ラ
ル
ス
ン
と
と
も
に
、
合
同
法
廷
の

存
在
に
つ
い
て
は
否
定
的
立
場
を
と
り
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
盟
政

策
の
決
定
に
際
し
て
、
同
盟
総
会
と
ア
テ
ナ
イ
の
民
会
の
両
老
に
よ

る
二
元
的
手
続
が
行
な
わ
れ
る
と
き
に
、
旬
法
の
み
が
合
同
し
て
一

元
的
に
な
る
の
は
無
理
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
が
、

国
事
犯
を
全
く
他
の
ポ
リ
ス
人
を
交
え
る
法
廷
の
手
に
委
ね
て
し
ま

う
ほ
ど
譲
歩
し
た
か
ど
う
か
亀
危
ぶ
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
の
ち
に
第

二
同
盟
の
形
態
を
強
く
受
け
な
が
ら
、
幾
多
の
点
で
第
二
同
盟
の
水

…
準
を
こ
4
～
た
規
約
を
つ
く
っ
た
ヘ
ラ
ス
連
々
讐
か
、
司
法
約
円
．
権
門
獣
を
・
な

お
総
会
に
委
任
し
て
特
別
の
同
盟
法
廷
を
つ
く
る
ま
で
に
至
っ
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
四
十
年
も
早
い
第
二
同
盟
が
合

同
法
廷
を
つ
く
っ
た
と
み
る
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
ラ

ル
ス
ソ
は
さ
ら
に
そ
の
手
続
に
雷
及
し
、
グ
ロ
ッ
ツ
、
コ
ー
ア
ソ
ら

の
説
に
も
と
ず
き
な
が
ら
、
罪
人
が
死
刑
に
し
ろ
、
追
放
に
し
ろ
、

同
盟
領
か
ら
し
め
出
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
　
「
ア
テ
ナ
イ
人
が
そ
の

市
罠
を
判
決
し
、
同
盟
国
が
そ
の
判
決
を
確
認
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま

れ
た
に
違
い
な
い
。
ア
テ
ナ
イ
人
が
た
め
ら
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
陶

同
盟
総
・
会
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、
い
わ
ば
第
一
審
を
行
な
い
、

ア
テ
ナ
イ
当
局
に
犯
人
を
訴
訟
に
か
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
屯

あ
り
え
た
だ
ろ
う
」
と
結
論
し
て
い
る
。
だ
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

う
に
「
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
真
の
連
邦
（
閃
①
α
①
舜
ぎ
⇔
）
の
先
駆
」
と

明
言
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
こ
の
面
で
は
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
こ
の

項
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
デ
偉
ス
同
盟
に
く
ら
べ
て
総
会
の
司
法

権
限
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
は
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
幻
新
加
盟
国
の
承
認

　
（
　
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
同
盟
、
デ
ロ
ス
岡
盟
は
、
盟
・
王
で
あ
る
ラ
ケ
ダ
イ

モ
ソ
あ
る
い
は
ア
テ
ナ
イ
と
の
各
個
条
約
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
た
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の
で
、
新
加
盟
国
の
受
け
入
れ
ば
盟
主
が
独
自
に
行
な
っ
た
ひ
霊
地

同
盟
の
揚
合
、
加
盟
者
は
ア
テ
ナ
イ
の
同
盟
者
で
あ
る
と
と
も
に
、

岡
翌
夕
の
同
盟
者
で
あ
っ
た
の
で
、
同
盟
側
、
い
い
か
え
れ
ば
同
盟

総
会
も
新
加
盟
国
の
受
け
入
れ
に
関
与
す
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
新
加
盟
国
承
認
権
は
、
竜
つ
ば
ら
盟
主
た
る
ア
テ
ナ

イ
が
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
盟
締
結
碑
文
は
、
ア
テ
ナ
イ
の

民
会
の
批
准
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
た

だ
、
同
盟
側
は
そ
の
間
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
前
三
七
五
年
の
凱
ル
キ
ニ
ラ
、
ア
カ
ル
ナ
ニ
ァ
、
ヶ
フ
ァ

レ
ニ
ア
の
同
盟
加
入
の
碑
文
（
8
0
偏
お
O
）
は
、
三
国
の
加
入
が
民
会

に
認
め
ら
れ
、
　
（
ブ
ー
レ
i
）
会
議
の
書
記
に
よ
っ
て
そ
の
国
名
が
、

同
盟
図
表
に
刻
み
こ
ま
れ
、
さ
ら
に
会
議
と
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
と
ヒ

ッ
ペ
イ
ス
が
三
国
と
加
入
に
つ
い
て
誓
を
か
わ
し
、
同
盟
側
、
す
な

わ
ち
総
会
に
よ
っ
て
同
じ
誓
を
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
新
加
盟
国

の
正
式
承
認
が
な
さ
れ
る
順
序
を
し
め
し
て
い
る
　
（
養
～
§
。
動
。
響
§

§
両
q
叫
ミ
蝿
ミ
。
界
§
～
＄
卸
ミ
隷
論
葵
～
凡
。
詳
2
兼
嵐
ぎ
旨
曾
q
§

昏
q
黛
響
§
琶
㌣
q
禽
＄
）
。
同
盟
創
設
直
後
に
加
入
し
た
メ
テ
ユ
ム
ナ
と

の
締
結
碑
文
（
臼
O
退
路
b
⊃
）
．
に
亀
誓
の
順
序
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
メ
テ
ユ
ム
ナ
の
使
者
が
他
の
同
盟
が
な
し
た
と
同
じ
誓
を
、
同
盟

の
代
表
者
達
（
さ
搾
誘
q
¢
綜
曾
。
耐
誌
℃
2
二
黒
杖
ミ
）
と
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ

と
ヒ
ッ
パ
ル
コ
イ
に
な
し
、
次
に
反
対
に
同
盟
の
代
表
者
達
と
ス
ト

ラ
テ
ゴ
イ
と
ヒ
ッ
パ
ル
コ
イ
が
メ
テ
ユ
ム
ナ
人
に
誓
を
返
し
、
さ
ら

に
そ
の
後
ア
イ
シ
モ
ス
（
ア
テ
ナ
イ
の
使
潜
の
名
）
と
船
上
の
同
盟
の
使

者
達
（
8
α
嶋
q
量
伽
9
0
舌
8
α
n
邸
§
～
吋
勧
℃
器
萄
℃
）
が
、
メ
テ
ユ
ム
ナ
の
役

人
達
が
他
の
同
盟
者
が
な
し
た
と
同
じ
誓
を
な
す
の
を
視
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
新
，
加
…
盟
は
ア
テ
ナ
イ
に
承
認
さ

れ
れ
ば
よ
い
が
、
同
盟
総
会
が
誓
に
加
わ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

レ
ソ
ツ
は
こ
れ
を
総
会
が
監
督
権
を
竜
つ
と
表
現
し
て
い
る
。
マ
ー

シ
ャ
ル
は
、
リ
プ
シ
ウ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
の
み
で
新
加
盟
を
承
認
す
る

事
実
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
ア
テ
ナ
イ
が
こ
の
同
盟
で
支
配
的
地
位

を
し
め
た
決
定
的
な
証
拠
だ
と
す
る
の
に
反
駁
し
て
、
次
の
よ
う
に

い
う
。
す
な
わ
ち
、
同
盟
加
入
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
歓
迎
さ
れ
る
こ

と
で
、
異
議
を
申
し
立
て
る
必
要
竜
な
く
、
ア
テ
ナ
イ
に
委
任
し
て

お
い
て
も
一
向
差
支
え
が
な
く
、
も
し
異
議
を
さ
し
は
さ
み
・
た
い
と

き
は
、
誓
を
拒
絶
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
新
加
盟
に
関
し
て
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

テ
ナ
イ
側
と
同
盟
側
に
不
一
致
が
起
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
、
と
。

　
第
二
同
盟
に
加
入
し
な
い
他
の
同
盟
と
同
盟
を
結
ぶ
場
合
は
、
総

会
は
積
極
的
に
ド
グ
マ
を
つ
く
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
す
で
に
ふ
れ
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た
前
三
六
ニ
ー
一
年
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
、
ア
カ
イ
ア
、
エ
リ
ス
、
フ

ィ
リ
オ
ス
の
四
国
同
盟
と
の
同
盟
締
結
碑
文
（
臼
。
恥
一
澄
）
に
お
い
て
、

同
盟
総
会
が
締
結
に
関
す
る
ド
グ
マ
を
つ
く
っ
た
こ
と
を
示
す
箇
所

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
盟
（
す
な
わ
ち
総
会
）
が
、
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
、
ア
カ
イ
ア
、
エ
リ
ス
、
フ
ィ
リ
オ
ス
に
よ
っ
て
一
提
議
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
証
徴
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
と
い
う
ド
グ
マ
を
ア
テ

ナ
イ
の
会
議
（
ブ
ー
レ
ー
）
に
送
り
、
　
ブ
ー
レ
ー
は
そ
れ
を
決
議
案

（
プ
ロ
ブ
ー
レ
ウ
マ
）
と
し
、
居
会
に
承
認
さ
れ
た
手
続
が
記
載
さ
れ
て

　
⑪
い
る
。

　
同
じ
く
ア
テ
ナ
イ
と
同
盟
の
二
元
性
の
説
明
に
さ
い
し
て
す
で
に

ふ
れ
た
よ
う
に
、
ア
テ
ナ
イ
側
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
一
世
と
そ
の

息
子
へ
の
顕
彰
に
つ
い
て
最
・
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
方
法
を
ド
グ
マ
に

し
て
く
れ
る
よ
う
同
盟
総
会
に
要
求
し
て
い
る
（
日
o
q
一
ω
ω
）
。
ア
イ

ス
キ
ネ
ス
の
三
の
六
九
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
と
の
平
和

締
結
に
関
し
、
同
盟
総
会
が
ド
グ
マ
を
つ
く
り
、
ア
テ
ナ
イ
側
に
勧

告
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
外
交
に
つ
い
て
同
盟

総
会
が
ア
テ
ナ
イ
と
審
議
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
た
だ
同
盟
と
関
係
な
く
ア
テ
ナ
イ
が
単
独
に
ど
こ
か
と
同
盟
、
或

は
外
幽
父
交
渉
を
行
ゆ
な
う
場
A
μ
、
　
閣
桝
え
ば
、
　
並
朋
一
二
山
ハ
七
年
の
シ
ュ
ラ
ク

サ
イ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
と
の
周
…
盟
（
↓
o
α
嶺
⑦
）
、
前
三
六
九
年

の
ス
パ
ル
タ
と
の
同
盟
（
）
（
①
旨
。
類
①
誕
。
＜
H
押
H
）
、
前
三
六
七
年
の
ス

パ
ル
タ
人
コ
ロ
イ
ボ
ス
の
顕
彰
（
8
0
二
一
圏
）
、
前
三
六
　
年
の
テ
ッ

サ
リ
ア
と
の
同
盟
（
↓
o
心
置
①
）
　
な
ど
に
は
、
同
盟
総
会
は
関
与
し

て
い
る
形
跡
は
な
い
。
ア
テ
ナ
イ
の
外
交
は
そ
の
ま
ま
同
盟
に
・
も
ひ

び
く
の
で
、
あ
る
い
は
総
会
に
対
し
事
前
に
諒
解
が
な
さ
れ
た
か
竜

し
れ
な
い
が
、
確
証
は
な
い
。

　
の
　
和
戦
の
決
定
。
平
和
会
議
へ
の
出
席

　
（
　
電
と
も
と
こ
の
条
約
は
シ
ュ
ム
マ
キ
ア
の
名
が
し
め
す
よ
う
に
軍

事
的
な
防
禦
同
盟
で
あ
る
の
で
、
憲
章
が
し
め
す
よ
う
に
同
盟
国
の

い
ず
れ
か
が
攻
撃
さ
れ
た
と
き
は
、
全
同
盟
国
が
援
助
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
　
当
然
、
戦
争
か
平
和
か
に
つ
い
て
は
、
　
同
盟
側
は

積
極
的
に
参
加
し
た
。
　
前
三
七
五
年
の
ア
テ
ナ
イ
と
コ
ル
キ
ュ
ラ

の
同
…
盟
締
結
碑
文
（
日
。
α
這
刈
）
に
、
コ
ル
キ
ュ
ラ
人
は
戦
争
及
び
平

柏
締
結
は
、
ア
テ
ナ
イ
と
同
盟
国
の
多
数
の
同
意
な
く
し
て
で
き
な

い
、
そ
の
他
の
こ
と
も
同
盟
の
案
に
よ
っ
て
行
な
う
べ
し
、
と
あ
る

（
筒
q
N
豊
ミ
霧
§
～
噴
亀
　
笥
叙
Φ
o
託
魂
魯
℃
q
葉
な
ミ
e
℃
§
0
3
？
彫
込
～
N
幾
ミ

、
§
斜
蕊
ま
蓑
舞
9
葛
℃
・
｛
な
ミ
e
メ
）
す
な
わ
ち
理
論
上
で
は
、
ア
テ

ナ
イ
が
同
意
し
て
も
同
盟
総
会
が
同
意
し
な
け
れ
ば
、
戦
争
・
と
か
平
・
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⑫

和
締
結
は
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
前
三
七
一
年
、
テ
バ
イ
が
プ
ラ
タ
イ
ア
イ
を
破
っ
た
の
ち
、
ス
パ

ル
タ
で
平
和
会
議
で
行
な
わ
れ
た
が
、
各
ポ
リ
ス
は
自
治
を
尊
重
す

る
こ
と
を
再
確
認
し
、
誓
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
、
ク
セ
ノ
フ

ォ
ン
（
国
①
旨
く
押
q
Q
し
Φ
）
に
よ
る
と
、
ま
ず
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ソ
人
が
自
国

と
同
盟
者
を
代
表
し
て
誓
を
な
し
、
つ
い
で
、
ア
テ
ナ
イ
人
と
そ
の

同
盟
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ポ
リ
ス
毎
に
誓
を
な
し
た
と
あ
る
。
（
翁
～
8
騨

3
3
轡
蓑
o
q
黛
鷺
　
諏
§
＆
黛
ミ
9
馬
ミ
園
伽
℃
φ
笥
9
黛
中
州
ら
覧
討
ミ
州
ら
て
　
2
な
な
騨
8
e
ざ

、
臥
§
養
嚇
歩
留
費
～
ミ
q
曾
ミ
R
ミ
費
誌
潮
隻
0
3
鞭
§
q
§
）
。
こ
れ
に
よ
る

と
同
盟
国
の
代
表
者
達
、
お
そ
ら
く
シ
ュ
ネ
ド
露
イ
が
平
和
会
議
に

田
々
し
た
こ
と
を
し
め
し
、
面
白
い
こ
と
に
は
う
ケ
ダ
イ
モ
ソ
人
が

同
盟
を
代
表
し
て
誓
を
な
し
て
い
る
の
に
反
し
、
ア
テ
ナ
イ
の
同
盟

側
は
各
個
に
行
な
っ
て
い
る
。
デ
ロ
ス
同
盟
の
と
き
は
、
た
と
え
ば

前
四
二
一
年
の
い
わ
ゆ
る
ニ
キ
ア
ス
の
平
和
の
と
き
に
は
、
ア
テ
ナ

イ
は
同
盟
国
を
代
表
し
て
誓
を
な
し
、
逆
に
ス
パ
ル
タ
側
は
ス
。
ハ
ル

タ
と
そ
の
同
盟
国
が
別
個
に
誓
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、

第
二
同
盟
の
方
が
デ
ロ
ス
同
盟
よ
り
も
平
等
の
立
場
を
心
掛
け
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
三
四
六
年
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
と
い
わ
ゆ
る
フ

ィ
糧
ク
ラ
テ
ス
の
平
和
を
結
ぶ
と
き
に
、
ア
テ
ナ
イ
側
に
よ
つ
て
同

盟
の
ド
グ
マ
が
否
認
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に

第
二
同
盟
が
意
義
を
失
っ
た
末
期
に
あ
た
る
時
代
の
こ
と
で
、
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
。

の
財
　
政

　
（
　
憲
章
碑
文
に
、
同
盟
国
内
に
家
屋
、
土
地
の
在
外
財
産
を
所
有
す

る
こ
と
を
禁
じ
、
禁
を
犯
し
て
所
有
し
た
場
合
は
、
そ
れ
を
没
収

し
、
半
ば
を
申
告
者
に
、
半
ば
を
同
盟
の
共
有
に
す
る
と
あ
る
か

ら
同
盟
の
共
有
金
庫
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
勿
論
、

管
理
者
が
任
命
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。　

第
二
同
盟
の
性
質
を
規
定
す
る
場
合
、
同
盟
の
司
法
権
と
と
も
に
、

最
短
問
題
に
さ
れ
る
の
は
献
金
（
息
ミ
島
“
娩
）
の
実
体
で
あ
る
。
デ
ロ

ス
同
盟
に
お
い
て
、
ア
テ
ナ
イ
が
貢
税
（
雪
暮
碗
）
を
取
り
た
て
、
同

盟
金
庫
を
ア
テ
ナ
イ
に
う
つ
し
て
私
物
出
し
、
ア
テ
ナ
イ
帝
国
繁
栄

の
基
を
な
し
た
こ
と
は
名
高
い
。
第
二
海
上
同
盟
で
は
こ
の
憎
悪
さ

れ
た
貢
税
も
廃
止
す
る
こ
と
を
、
ま
ず
憲
章
で
明
文
化
し
て
誤
解
を

さ
け
た
。
し
か
る
に
ま
も
な
く
そ
れ
に
代
っ
て
、
　
論
士
幕
3
が
税

金
の
よ
う
に
取
り
た
て
ら
れ
て
軍
事
費
、
と
く
に
同
盟
軍
隊
の
給
与

に
あ
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
定
期
的
に
徴
集
さ
れ
た
の
か
、
臨
時
の
も
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の
が
、
フ
ォ
・
ス
と
同
じ
性
質
の
も
の
か
否
か
、
あ
る
い
は
ま
た
そ

　
　
の
額
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
議
論
を
生
ん
だ
。
し
か
し
こ
こ
で
は

　
　
亀
℃
餐
艶
り
そ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
が
な
い
。
関
係
の
あ

　
　
る
の
は
↓
こ
の
息
ミ
県
へ
n
の
額
の
査
定
、
収
支
に
同
盟
総
会
が
関
．

　
　
珍
し
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
デ
ロ
ス
同
盟
で
は
各
ポ
リ
ス
の
貢
税
額

　
　
の
査
定
は
、
各
地
域
か
ら
晶
狩
ち
由
奇
ら
れ
た
無
稽
〔
額
を
甚
　
礎
に
ア
テ
ナ

　
　
イ
の
ブ
ー
レ
ー
が
課
税
額
を
定
め
、
提
案
と
し
て
陪
審
裁
判
所
に
提

　
　
出
さ
れ
、
そ
こ
で
決
議
さ
れ
る
。
同
盟
ポ
リ
ス
の
意
見
は
聞
い
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
法
的
な
決
定
権
は
ア
テ
ナ
イ
に
あ
っ
た
。

　
　
　
こ
れ
に
関
す
る
明
快
な
資
料
は
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

蜘
　
偽
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
の
「
反
テ
オ
ク
リ
ネ
ス
論
」
㈱
に
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ

衣（
　
ス
（
こ
の
場
合
カ
レ
ス
）
の
報
告
に
よ
っ
て
民
会
が
査
定
し
た
の
を
．

会
、
総
　
推
測
せ
し
め
る
箇
所
が
あ
る
（
§
墨
暑
号
。
ミ
馬
謡
『
息
驚
ミ
↓
S
隷
ミ
ミ

盟瞬
　
　
起
§
§
軌
鳶
e
さ
軌
起
ミ
頴
も
。
℃
N
§
嚇
ミ
町
鋤
翼
3
§
P
8
響
。
§
超
～
q
毛
誌
曾
e
3

の盟
　
賦
Φ
◎
G
き
窯
窃
溝
男
工
鴇
§
～
隷
魯
n
豪
く
書
ミ
嵐
輔
§
。
＆
亀
畦
亀
℃
臥
驚
℃
。
ざ

同羅
、
箋
N
鋤
§
・
伽
こ
ぎ
ミ
ミ
R
・
も
§
詳
薯
・
ひ
ミ
9
嚇
ミ
§
℃
黛
馬
蝿
。
σ
n

河
　
臥
ミ
§
し
§
蓉
§
罠
愚
・
君
§
愚
・
・
藝
§
・
ミ
鳩
葛
§
・
匙

万
　
鳶
§
b
弩
　
轟
ト
）
　
但
し
前
三
四
一
年
頃
、
　
同
盟
末
期
の
こ
と
で
あ

二
　
　
⑮

第
　
る
。

　
ア
テ
ナ
イ
が
テ
ネ
ド
ス
人
を
ア
テ
ナ
イ
と
同
盟
に
つ
く
し
た
ゆ
え

に
顕
彰
し
、
　
一
時
あ
ら
ゆ
る
課
税
を
免
除
す
る
こ
と
を
記
す
碑
文

（
↓
o
q
聖
霊
b
。
刈
1
ω
O
）
に
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
か
ら
も
そ
の
他
の
も
の
か

ら
も
、
ま
た
総
会
に
よ
っ
て
竜
課
せ
ら
れ
な
い
、
と
あ
り
、
こ
の
箇

所
で
は
q
蓬
ミ
艶
凸
の
語
が
な
く
曖
昧
で
あ
る
が
そ
れ
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
二
十
行
目
に
、
採
決
さ
れ
た

献
金
（
議
℃
詠
ミ
島
ミ
き
℃
寒
慧
へ
曼
軌
§
℃
）
と
あ
る
が
、
前
後
が
脱
落
し

て
意
味
が
と
れ
な
い
．
。
こ
れ
も
前
三
三
九
年
、
同
盟
末
期
で
あ
る
。

マ
イ
ヤ
ー
は
、
献
金
額
は
ま
ず
同
盟
会
議
、
そ
れ
か
ら
ア
テ
ナ
イ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
と
の
共
同
で
決
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
史
料
を

詳
ら
か
に
し
な
い
。

　
そ
の
管
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
す
で
に
井
上
一
氏
竜
引
用
さ
れ
た

㌔
キ
・
ク
ラ
デ
ス
島
の
ア
ン
ド
呈
の
Z
ア
ナ
イ
守
備
墜
・
前

一二

ﾜ
六
年
に
「
間
盟
員
の
決
定
（
ド
グ
マ
）
に
よ
り
、
　
q
鳳
ミ
貸
艶
弗

か
ら
給
料
を
重
く
べ
き
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
（
日
O
q
ま
O
）
、

兵
士
の
俸
給
の
支
払
に
は
言
忌
総
会
が
関
与
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。

結

び
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以
上
、
岡
盟
総
会
に
つ
い
て
各
方
面
か
ら
そ
の
性
質
を
み
て
き
た

が
、
少
な
く
と
も
、
創
立
当
初
は
、
理
論
的
に
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
民

会
と
平
等
の
立
場
を
持
つ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
実
際
に
、
ア

テ
ナ
イ
が
マ
ケ
ド
ユ
ア
に
敗
北
す
る
ま
で
（
三
三
八
）
の
全
歴
史
を
通

じ
て
、
ど
の
よ
う
に
ア
テ
ナ
イ
に
取
の
扱
わ
れ
へ
当
初
の
意
図
が
踏

み
に
じ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
言
い
及
ば
な
か
っ
た
。
た
だ
審
議
権

で
は
ア
テ
ナ
イ
と
の
平
等
の
立
場
を
明
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、

軍
隊
指
揮
権
、
行
政
権
の
薗
が
、
ア
テ
ナ
イ
、
こ
と
に
主
と
し
て
そ

の
ス
ト
ラ
テ
ゴ
イ
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
後
、
時
代
を

へ
る
に
し
た
が
い
ア
テ
ナ
イ
に
牛
耳
ら
れ
る
に
至
る
の
は
自
か
ら
理

解
で
き
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
デ
ロ
ス
同
盟
や
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
同
盟

に
比
し
て
同
盟
総
会
の
意
義
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
エ
ー
レ
ソ
ベ
ル
ク
は
「
第
一
同
盟
の
全
く
軍
事
的
な
同
盟
で
は

ア
テ
ナ
イ
の
帝
国
支
配
（
魯
緊
）
以
外
に
何
ら
政
治
的
発
展
の
可
能
性

が
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
第
二
同
盟
で
は
連
盟
（
ω
ぢ
㌶
①
菩
§
Ω
）
を

つ
く
ろ
う
と
す
る
真
面
冒
な
試
み
で
あ
っ
た
。
ひ
と
び
と
は
み
だ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
頽
廃
と
か
衰
亡
と
か
に
つ
い
て
口
に
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
制
度
上
か
ら
は
確
か
に
平
等
の
方
向
に
発
展
さ

せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

①
切
⊆
の
。
単
軸
。
℃
．
良
嘗
憎
μ
ω
ま
．

③
び
Φ
自
”
8
●
9
貯
●
や
δ
．
q
の
ε
ユ
“
》
Φ
昌
ε
揖
σ
q
自
・
＜
興
溺
ロ
質
信
蹟
畢

・
℃
．
の
O
・
（
こ
れ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
及
び
ブ
ゾ
ル
ト
か
ら
の
引
用
）
。
竃
錠
ω
げ
簿
嬬
“

　
o
P
o
答
・
》
や
ω
α
一
ω
圃
．
O
鋤
難
一
）
汰
α
σ
q
①
》
雛
9
Φ
馨
頃
陣
馨
。
同
零
く
H
》
や
お
・

　
（
σ
団
O
鍵
団
ソ

③
窯
巴
．
ω
冨
F
ま
誌
．
や
ω
N

④
口
．
ピ
曽
ω
貯
ω
”
ω
餌
9
’
切
Φ
嵩
。
ザ
酔
ρ
日
。
。
Φ
。
。
。
》
H
綬
●
（
三
碧
鴇
鋤
昏
8
．

　
O
鉾
や
ω
9
　
切
蕊
鼻
“
O
や
O
劉
博
お
Q
。
Q
。
よ
り
引
用
）

⑤
口
・
9
円
0
9
暮
ω
o
貸
8
冨
》
量
一
二
三
窮
証
。
口
9
冒
ω
江
8
貯
3
①

ω
㊦
8
昌
門
地
夢
①
艮
§
O
o
ほ
a
①
墜
2
・
（
9
器
ω
●
℃
匪
●
b
。
ω
）
一
8
。
。
書
箸
．

ω
O
！
ω
目
●

⑥
国
9
試
2
①
2
9
無
．
≧
酔
●
＜
●
℃
・
。
。
。
。
b
。
鳩
ω
。
。
A
●

⑦
ピ
鍵
ω
①
資
。
℃
．
α
叶
・
箸
・
津
t
①
ω
θ
（
臼
。
欝
碧
幽
O
o
滞
誉
匹
の
け
。
貯
①

ぴq

ｨ
o
ρ
二
目
押
旨
ω
1
嵩
群
雄
●
男
曙
⑩
ご
菊
宰
．
も
ぼ
ド
コ
陰
お
駆
9
嵩
Φ
ら

　
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
合
同
法
廷
説
に
傾
い
て
る
由
）
。
井
上

　
～
氏
「
古
典
期
ギ
リ
シ
ャ
．
ポ
リ
ス
に
お
け
る
圏
際
関
係
へ
の
試
論
」
で

　
こ
れ
に
同
意
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

⑧
黒
鍵
終
了
ご
8
．
良
絆
●
や
團
●

⑨
ピ
①
自
”
o
℃
・
o
罫
や
δ
．

⑩
竃
鍵
単
二
ご
。
も
・
鼻
●
ワ
込
。
刈
・

⑪
楠
葛
ミ
駕
℃
馬
R
貯
へ
∵
§
馬
尊
密
。
～
q
曹
ミ
R
。
馬
歌
畦
ミ
無
．
q
響
・
ミ
§
て

勲
．
鴨
凡
セ
曾
急
ぎ
激
浮
亀
ミ
『
妙
℃
q
｛
蔦
黛
§
ミ
§
馬
舞
ミ
菰
謡
ミ
隷
へ
。
～

、
」
喪
＆
斜
奏
～
、
匡
費
へ
。
～
蚤
馬
、
霞
㍉
亀
ミ
費
、
S
卸
。
轟
q
s
へ
＝
§
、
ふ
切
ε
謡

馨
＆
。
£
理
q
建
質
蔦
登
窪
無
℃
穿
象
溢
ミ
葛
へ
効
ぜ
§
り
馬
℃
ミ
q
｛
笹
熊
訴
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第ニァテナィ海上同盟岡盟の総会（衣笠）

　
a
§
一
篇
噛
黛
3
へ
3
α
　
窃
ざ
。
ζ
。
晦
“
．
の
州
影
写
～
弩
ご
ミ
　
．
臥
O
ミ
匙
e
虻
　
擁
曾

　
溜
、
」
ミ
弐
ミ
　
き
評
q
¢
染
㌃
恥
ざ
¢
の
養
～
　
、
諏
讐
恥
動
辞
款
ミ
　
、
』
R
ミ
。
鐸
款
ミ

　
、
陶
淘
駄
O
嚇
、
§
～
S
㍉
畏
黛
q
帖
O
O
内
。
：

⑫
》
笛
8
興
”
U
δ
切
①
著
長
§
σ
Q
①
⇔
囚
。
蒔
胃
器
二
二
N
≦
①
冨
昌
9
酔
騨

　
O
巳
ω
o
げ
①
爵
し
d
¢
け
q
。
サ
⑩
．
で
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
社
会
が
同
盟
の
ド
グ
マ
を

　
拒
絶
し
、
変
更
を
し
た
い
と
き
に
は
そ
の
承
認
を
求
め
た
。
そ
し
て
同
盟

　
側
が
そ
の
承
認
を
拒
絶
し
た
と
き
に
は
、
法
案
は
ア
テ
ナ
イ
の
み
に
関
係

　
し
て
行
な
わ
れ
た
、
と
み
て
い
る
。
　
マ
ー
シ
ャ
ル
は
こ
の
意
見
を
否
定
し

　
て
い
る
が
、
両
考
が
一
致
し
な
い
と
き
に
は
英
綱
の
上
院
、
下
院
の
よ
う

　
に
、
弱
い
方
が
譲
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。
（
o
や
良
『
や
ω
ド
）

⑬
計
理
ω
げ
鉱
げ
。
や
。
罫
℃
や
ω
ω
一
歩
●

⑭
し
u
β
。
。
o
犀
”
o
や
。
罫
℃
や
お
㎝
一
一
紹
．

⑱
切
器
。
犀
”
U
2
舞
巨
じ
d
β
民
曾
O
●
謀
心
●

⑯
国
・
鷺
三
遍
”
○
①
9
．
α
．
≧
騨
く
M
憎
●
ω
。
。
ω
・

⑰
井
上
一
「
…
国
際
関
係
…
」
六
三
頁
。

⑱
国
ぽ
Φ
ロ
9
韻
”
8
●
葺
．
写
ω
。
。
。
。
．

〔
附
録
〕
前
三
七
七
年
、
第
二
海
上
同
盟
憲
章
碑
文
（
6
＆
這
ω
に

　
よ
る
）
　
　
　
　
　
　
ア
テ
ナ
イ
の
ア
ゴ
ラ
出
土
（
一
八
五
一
i
二
年
）

ナ
ウ
シ
ニ
コ
ス
の
ア
ル
コ
ソ
の
と
き
、

ケ
フ
ィ
ソ
フ
ォ
ン
の
自
心
子
・
、
カ
リ
ビ
オ
ス
の
書
記

　
ヒ
ポ
ソ
ソ
テ
ィ
ス
「
の
（
訳
註
ー
フ
ユ
レ
の
名
）
第
七
プ
リ
ュ
タ
ネ
イ
ア
の

と
き
。
会
議
（
動
o
c
き
）
と
幾
会
（
留
慧
q
）
に
よ
っ
て
決
議
さ
る
。
ア
ト
モ

ネ
ア
出
の
カ
リ
ノ
ス
が
議
長
を
な
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
提
案
す
。
　
（
1

－
5
）

　
ア
テ
ナ
イ
人
達
と
ア
テ
ナ
イ
人
達
の
同
日
麿
達
に
幸
い
あ
れ
、
ラ
ケ
ダ
イ

モ
ソ
人
達
が
ヘ
ラ
ス
人
達
に
自
由
に
し
て
　
（
馳
。
亀
魯
。
請
）
自
治
を
も
つ
て

（
佐
州
ミ
含
。
託
）
静
穏
（
昔
。
慧
9
）
に
生
計
を
な
し
、
各
々
そ
の
す
べ
て
の

土
地
を
所
有
す
る
こ
と
を
許
す
よ
う
に
、
か
つ
、
ヘ
ラ
ス
人
達
と
（
ペ
ル
シ

ア
）
王
と
が
協
定
を
も
つ
て
誓
い
し
全
面
的
平
和
（
オ
き
へ
5
匙
息
§
）
が
永

久
に
支
配
し
、
続
く
よ
う
に
、
　
民
会
を
し
て
決
議
せ
し
め
よ
（
6
1
1
5
）
。

王
に
属
す
る
潜
を
除
き
、
何
人
な
り
と
も
、
ア
テ
ナ
イ
人
達
及
び
同
盟
者
達

・
の
同
盟
者
に
な
る
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
自
由
に
し
て
自
治
た
る
を
許
さ

れ
、
そ
の
欲
す
る
國
制
を
（
司
O
N
へ
噛
0
嘱
象
℃
）
を
施
行
し
、
駐
留
兵
を
受
け
入
れ

ず
、
統
治
者
を
受
け
ず
、
貢
税
を
（
琶
も
ミ
）
課
せ
ら
れ
る
こ
と
な
し
。
こ

れ
ら
は
キ
オ
ス
人
達
、
テ
バ
イ
人
達
及
び
他
の
岡
盟
男
達
と
同
じ
条
件
な
り

（
1
5
－
2
5
）
。
　
ア
テ
ナ
イ
人
達
及
び
そ
の
同
盟
渚
達
と
陶
盟
を
な
せ
し
者
に

対
し
て
は
、
風
会
は
ア
テ
ナ
イ
人
の
私
人
の
も
の
で
あ
れ
、
公
人
の
も
の
で

あ
れ
、
同
盟
を
な
せ
し
も
の
の
領
土
内
に
（
電
9
へ
R
§
ミ
）
あ
る
も
の
あ

れ
ば
、
そ
の
在
外
財
産
を
引
ぎ
渡
す
べ
く
、
か
っ
こ
れ
ら
に
関
し
保
証
さ
る

べ
し
。
　
（
2
5
i
3
1
）
も
し
偶
々
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
ア
テ
ナ
イ
人
達
と
同
盟

を
な
せ
し
ポ
リ
ス
に
と
っ
て
不
甲
介
な
記
録
が
あ
れ
ば
疇
の
会
議
（
曹
ζ
き
）

は
こ
れ
を
廃
棄
す
る
権
限
を
有
す
べ
し
（
3
1
i
3
5
）
。
　
ナ
ゥ
シ
ニ
コ
ス
の
ア
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ル
コ
ン
の
と
き
以
後
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
私
人
で
あ
れ
公
人
で
あ
れ
、
決
し
て

岡
読
者
達
の
領
土
に
家
屋
、
土
地
を
購
入
・
抵
当
・
そ
の
他
の
手
段
に
て
所

有
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ざ
る
べ
し
（
3
5
－
4
0
）
。
　
も
し
何
び
と
か
、
い
か
な

る
手
段
に
よ
っ
て
に
せ
よ
、
購
入
・
獲
得
・
管
理
す
る
と
き
は
、
同
盟
者
の

う
ち
任
意
の
者
、
同
盟
総
会
に
（
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
2
§
も
O
嚇
　
蝿
O
¢
n
　
q
¢
℃
“
O
も
O
C
噴
）
申
告
す
る
を
得
。

同
盟
総
会
は
こ
れ
を
売
却
し
、
半
ば
を
申
告
者
に
与
え
、
他
を
同
盟
の
共
有

に
す
べ
し
（
4
1
－
4
6
）
。
　
も
し
何
び
と
か
同
盟
を
結
ん
だ
者
に
陸
に
海
に
戦

争
を
な
す
と
き
は
、
ア
テ
ナ
イ
人
達
及
び
同
盟
含
煮
は
陸
に
海
に
全
力
を
つ

く
し
、
力
を
も
つ
て
援
助
す
べ
し
（
4
6
1
5
1
）
。
　
も
し
何
び
と
か
官
職
岩
に

せ
よ
私
人
に
せ
よ
、
こ
の
決
議
に
反
し
、
こ
の
決
議
に
宣
言
さ
れ
た
る
こ
と

を
破
る
ご
と
き
提
案
あ
る
い
は
採
決
を
な
す
と
き
は
、
そ
の
者
は
市
民
権
を

野
鶴
さ
れ
、
　
そ
の
財
産
は
圏
家
の
も
の
に
、
　
十
分
の
一
は
女
神
の
も
の
に

（
没
収
）
さ
れ
、
同
盟
を
破
壊
す
る
の
か
ど
で
、
ア
テ
ナ
イ
人
達
と
同
盟
者

達
に
裁
判
さ
る
べ
し
（
、
も
ミ
伽
。
Φ
e
伽
て
　
植
叫
Φ
む
℃
9
鮎
ミ
n
弐
9
～
『
O
↓
嚇
　
q
¢
黛
な
恥
N
O
3
）
。

ア
テ
ナ
イ
人
達
之
同
盟
者
達
は
そ
の
者
を
裁
ぎ
、
死
刑
も
し
く
は
追
放
を
も

つ
て
罰
す
べ
し
（
5
1
－
6
0
）
。
　
も
し
死
刑
の
宣
告
を
受
け
た
と
き
は
、
ア
ッ

チ
カ
及
び
鞘
当
園
内
に
葬
る
べ
か
ら
ず
（
6
1
i
6
3
）
、
こ
の
決
議
（
慧
＄
§
ミ
）

を
会
議
の
書
記
は
、
　
石
の
表
に
記
録
し
、
　
エ
レ
ウ
テ
リ
オ
ス
の
ゼ
ウ
ス
神

（
像
）
の
側
ら
に
置
く
べ
し
。
表
の
記
録
の
費
用
、
六
十
ド
ラ
ク
マ
イ
は
（
ア

テ
ナ
）
女
神
の
財
務
宮
（
州
9
な
“
ミ
）
が
、
十
タ
ラ
ン
ト
の
中
か
ら
支
出
す
べ

し
。
こ
の
表
に
は
現
在
同
盟
の
ポ
リ
ス
並
び
に
（
将
来
）
同
盟
者
に
な
る
ポ

リ
ス
の
名
を
記
す
べ
し
（
6
3
i
7
2
）
。
　
こ
の
こ
と
を
記
し
、
民
会
は
即
刻
、

テ
バ
イ
に
三
人
の
使
者
を
選
び
、
テ
パ
イ
人
に
で
き
う
る
限
り
よ
き
こ
と
を

（
訳
註
一
同
鷺
に
加
入
す
る
よ
う
）
説
得
す
る
よ
う
に
す
べ
し
。
次
の
者
が

選
ば
る
。
マ
ラ
ト
ン
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ア
ナ
フ
リ
ェ
ス
ト
ス
の
ピ
ュ
ラ

ン
ド
ロ
ス
、
コ
リ
ン
ト
ス
の
ト
ラ
シ
ュ
プ
ロ
ス
。
次
の
ポ
リ
ス
が
ア
テ
ナ
イ

の
同
盟
者
な
り
（
7
2
1
7
8
）
。

　
（
こ
の
あ
と
に
キ
オ
ス
、
テ
ネ
ド
ス
、
テ
パ
イ
ら
の
同
盟
国
の
名
が
記
さ

れ
、
そ
の
あ
と
で
再
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
提
案
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
損

傷
激
し
く
意
味
が
不
詳
で
あ
る
。
本
交
の
横
に
も
ケ
ル
キ
ュ
ラ
、
カ
ル
キ
デ

ィ
ケ
そ
の
他
の
團
盟
国
名
が
記
さ
れ
て
い
る
）
。
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Govemihg　Structure　of　the　Shogunal　Territory　in

Kinai（畿内）at　the　Beginning　of　the　Edo　Era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Naohiro　Asao

　　Government　of　the　peasantry　in　Kinai（｛幾内）　ofおhe　Shogunal　ter－

fitory　in　the　Kan－ei（寛永）period（1624－44）had　two　aspects；one茎s

by　enforcement　of　the　statute　labor　by　organizing　as】磁砂α（役家）

alraost　all　the　peasants　who　had　their　house　and　labor　power，　and　the

other　by　authorizing　many　Toshiyoris（年寄）elected　out　of　small

peasants　creating　new　consanguineous　family　to　levy　rent，　intending

to　weaken　the　social　economical　infiuence　of　Shoya（庄屋）or　village

headmen　who　were　developing　their　holdings　as　sxnall　resident　land－

lords．

　　Tfte　Shogunate　govemment　interfered　in　and　secure　their　control

over　irrigation，　forests　and　fields　which　were　the　foundation　pf　their

holdings，　and　created　conditions　for　formation　of　the　feudal　family－

yeomanry　as　a　base　of　its　own　authority　by　promoting　irrigation　works．

The　Assembly　of　the　Second　AtheRian

　　　　　　　　　　　　　Confederacy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shigeru　Kinugasa

　　　The　Athenians，　as　head　of　the　Second　Naval　Confederacy，　unlil〈e　the

　　case　of　the　Delos　League，　took　a　democratic　attitude　by　respecting　their

　　allies’　autonomy　and　trying　to　be　on　an　equal　iooting　with　their　friends．re

　　iri　their　practical　action，　however，　they　adopted　the　pQlicy　in　defiance

　　of　their　allies　；　consequently　there　arose　two　dlfferent　interpretations

　　　　　one　is　to　regard　each　League　in　the　same　character，　the　other　in

　　quite　a　different　character．　This　article　shall　find　out　the　progressive

　　aspect　or　She　new　importance　of　this　League　at　that　time　by　investi－

　　gating　the　name，　constitution，　and　functlon　of　this　League’s　genera1

．　meetlng．
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